
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
外部と断熱された庫内に複数の商品収納コラムを並置する棚が上下方向に複数段設けられ
、前記庫内を加熱領域と冷却領域とに区分する仕切り板が前記棚の間に設けられ、且つ庫
内前端部のエレベータ通路内に商品搬出用のエレベータが上下移動自在に装備された自動
販売機において、
前記仕切り板の前端部にエレベータ通路を遮断する移動仕切り装置を設け、この移動仕切
り装置は、前板と後板とで前後に伸縮可能に形成され、前記エレベータに押し上げられる
と縮小状態となってエレベータと連結して上昇し、エレベータが下降する際には前記仕切
り板の前端部で停止して伸長状態となってエレベータから離脱することを特徴とする移動
仕切り装置を備えた自動販売機。
【請求項２】
前記仕切り板と移動仕切り装置は、庫内での取付位置を変えられるように形成し、加熱領
域と冷却領域との容積比率を変更できるようにした請求項１記載の移動仕切り装置を備え
た自動販売機。
【請求項３】
前記移動仕切り装置は、エレベータのガイドレール又は専用のガイドレールに沿って上下
移動し、エレベータの待機時には手動にて上下移動可能に形成された請求項１又は２記載
の移動仕切り装置を備えた自動販売機。
【請求項４】
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前記移動仕切り装置の左右端部は、庫内の左右側面の同一高さ位置に着脱するストッパ部
材にて受止され、このストッパ部材が移動仕切り装置の左右端部のシール材を兼ねる請求
項１、２又は３記載の移動仕切り装置を備えた自動販売機。
【請求項５】
前記ストッパ部材にスイッチ等の検出装置を設け、この検出装置により移動仕切り装置の
待機位置への復帰を検出する請求項４記載の移動仕切り装置を備えた自動販売機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、庫内に移動仕切り装置を備えた自動販売機に関する。
【０００２】
【従来の技術】
飲料物等の自動販売機は、加熱したものと冷却したものとの両方を販売できるようにした
ものが多い。この種の自動販売機は、通常外部と断熱された庫内に商品収納コラムを複数
載せる棚が上下方向に複数段設けられ、庫内を加熱領域と冷却領域とに仕切る仕切り板が
棚の間に設けられ、これら棚及び仕切り板の前方エレベータ通路内に商品搬出用のエレベ
ータが上下方向に移動自在に装備された構造にしてある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来の自動販売機によると、加熱領域と冷却領域とが仕切り板により
区分されているため、加熱商品と冷却商品を販売するには各領域内に１台ずつの商品搬出
用のエレベータを設置する必要がある。この場合は、コストの高騰を来すばかりか庫内ス
ペースの拡大からコンパクトに製造できない問題がある。
又、加熱領域と冷却領域とで共通の商品搬出用のエレベータを設置し、待機時にはエレベ
ータ通路を塞ぎ、商品搬出時にはエレベータが通過できるように開く遮断部材を前記仕切
り板に連続させて設けた構成の自動販売機も従来存在する。この場合は、遮断部材を開閉
するための駆動機構が必要となる。更に、従来の自動販売機では、前記仕切り板が固定式
のため加熱領域と冷却領域とは予め規制されており、後日これらの領域変更は不可能であ
るという問題があった。
【０００４】
本発明は、このような従来の問題点を全て解消するためになされ、商品搬出用のエレベー
タは加熱領域と冷却領域とで共通とし、エレベータ通路の遮断部材は駆動機構を必要とせ
ず、仕切り板は加熱領域と冷却領域との領域変更を可能とした移動仕切り装置を備えた自
動販売機を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
この目的を達成するための手段として、本発明は、外部と断熱された庫内に複数の商品収
納コラムを並置する棚が上下方向に複数段設けられ、前記庫内を加熱領域と冷却領域とに
区分する仕切り板が前記棚の間に設けられ、且つ庫内前端部のエレベータ通路内に商品搬
出用のエレベータが上下移動自在に装備された自動販売機において、
前記仕切り板の前端部にエレベータ通路を遮断する移動仕切り装置を設け、この移動仕切
り装置は、前板と後板とで前後に伸縮可能に形成され、前記エレベータに押し上げられる
と縮小状態となってエレベータと連結して上昇し、エレベータが下降する際には前記仕切
り板の前端部で停止して伸長状態となってエレベータから離脱するようにした移動仕切り
装置を備えた自動販売機を要旨とする。
又、この移動仕切り装置を備えた自動販売機において、前記仕切り板と移動仕切り装置は
、庫内での取付位置を変えられるように形成し、加熱領域と冷却領域との容積比率を変更
できるようにしたこと、
前記移動仕切り装置は、エレベータのガイドレール又は専用のガイドレールに沿って上下
移動し、エレベータの待機時には手動にて上下移動可能に形成されたこと、
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前記移動仕切り装置の左右端部は、庫内の左右側面の同一高さ位置に着脱するストッパ部
材にて受止され、このストッパ部材が移動仕切り装置の左右端部のシール材を兼ねること
、
前記ストッパ部材にスイッチ等の検出装置を設け、この検出装置により移動仕切り装置の
待機位置への復帰を検出すること、
を特徴とするものである。
【０００６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を添付図面に基づいて詳説する。
図１は、本発明に係る自動販売機の実施形態を示すもので、１は販売機本体であり、前面
にドア１ａを備えると共にその内側に断熱扉２が取り付けられ、庫内部には上下方向に複
数段の棚３が設けられ、各棚３には複数の商品収納コラム４が並置されている。
【０００７】
販売機本体１の前面ドア１ａには、図示は省略したが販売商品の展示ボードと商品選択ボ
タン、硬貨投入口、釣銭取出口等の販売に必要な部材や表示器が設けられ、下部には商品
取出口５が設けられている。
【０００８】
６は庫内部に取り付けられた仕切り板であり、この仕切り板６より上部は加熱領域Ｐに、
下部は冷却領域Ｑに区分され、庫内上端部に設置された加熱ユニット７にて加熱領域Ｐ内
が加熱され、庫内下端部に設置された冷却ユニット８にて冷却領域Ｑが冷却されるように
してある。
【０００９】
前記仕切り板６は、取付位置を変更できるようにしてあり、即ち庫内両側壁には各棚３の
下部に位置させて受止部材（図略）がそれぞれ取り付けられ、この受止部材に仕切り板６
の両側端部を着脱自在に受止させることで任意の位置に保持固定できるようにしてある。
このような受止部材の代わりに例えば切欠孔を設け、この切欠孔に仕切り板６の両側端部
を着脱自在に係合させることで、仕切り板６を任意の位置に保持固定するように構成して
も良い。
【００１０】
９は商品搬出用のエレベータであり、前記庫内における棚３の前端部と断熱扉２との間の
エレベータ通路Ｒ内に上下方向に移動自在に装備されている。即ち、エレベータ９は後面
側の両端部に支持片９ａが取り付けられ、この支持片９ａの上下部にローラ９ｂが取り付
けられ、これらのローラ９ｂは庫内両側壁に取り付けられたガイドレール１０に係合し、
且つ支持片９ａの後端部は庫内両側壁に取り付けられたエレベータ駆動用チェーン１１の
一部に固定されている。従って、エレベータ駆動用チェーン１１がモータ（図略）により
動かされると、エレベータ９は前記ガイドレール１０に沿って上昇し、チェーン１１が反
対方向に動かされるとエレベータ９はガイドレール１０に沿って下降する。
【００１１】
前記エレベータ９は、内部に商品受取用のバケット（図略）を有し、このバケットはエレ
ベータ９の内部を左右方向に移動自在に形成され、販売時にエレベータ９が所要の商品収
納コラム４の位置まで上昇し、その商品収納コラム４から払い出された商品Ｓを受止し、
且つエレベータ９が下降して待機位置（図１に示す位置）に戻ると商品Ｓを前記商品取出
口５に落下できるようにしてある。
【００１２】
１２は移動仕切り装置であり、前記仕切り板６の前端部に位置してエレベータ通路Ｒを遮
断するように取り付けられている。この移動仕切り装置１２は、図２のように台状の基体
１３と、基体１３の上部に段違いに取り付けられた前板１４及び後板１５と、基体１３の
内部に設けられた操作レバー１６とから構成されている。
【００１３】
前記基体１３は、後端部の両側に支持片１３ａが連設され、その支持片１３ａの上下部に
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ローラ１３ｂが取り付けられ、このローラ１３ｂは前記ガイドレール１０に係合している
。又、基体１３の両側壁の要所には円弧状のガイド孔１３ｃと突起１３ｄが設けられてい
る。尚、ガイドレール１０とは別に専用のガイドレール（図略）を設けて前記ローラ１３
ｂを係合させるようにしても良い。
【００１４】
前記前板１４は、下面の前と後に摺動軸１４ａが下向きに突設され、これら摺動軸１４ａ
は前記基体１３の段部面１３ｅに前後方向をなして形成されたガイド孔（図略）に摺動自
在に係合し、前板１４の両側端部には取付片１４ｂが垂設され、この取付片１４ｂと基体
１３の前壁との間にはスプリング１４ｃが縮設されている。更に、前板１４の前面には前
記断熱扉２に密着するシール材１４ｄが取り付けられ、上面の後端には前記後板１５に密
着するフィン付きシール材１４ｅが取り付けられている。
【００１５】
前記後板１５は、下面の後方部の前と後に摺動軸１５ａが下向きに突設され、これら摺動
軸１５ａは前記基体１３の上面１３ｆに前後方向をなして形成されたガイド孔（図略）に
摺動自在に係合し、後板１５の両側端部の後方には取付片１５ｂが垂設され、この取付片
１５ｂには前後にローラ１５ｃが取り付けられて基体１３の側壁面に取り付けられたガイ
ドレール１３ｇに係合しており、且つ取付片１５ｂの要所にはガイド孔１５ｄが形成され
ている。更に、後板１５の前面と後面にはフィン付きシール材１５ｅ、１５ｆがそれぞれ
取り付けられている。
【００１６】
前記操作レバー１６は、ほぼ中央部がピン１７を介して前記基体１３の側壁面に枢支され
、その中央部から後方に延設された第１のアーム１６ａの後端部にはローラ１６ｂが取り
付けられ、中央部から上方に延設された第２のアーム１６ｃの上端部には摺動軸１６ｄが
取り付けられ、この摺動軸１６ｄは前記取付片１５ｂのガイド孔１５ｄに摺動自在に係合
している。又、操作レバー１６の中央部から前方に延設された第３のアーム１６ｅの前端
部には摺動軸１６ｆが取り付けられ、この摺動軸１６ｆは前記基体１３の側壁部に形成さ
れた円弧状のガイド孔１３ｃに摺動自在に係合しており、更に第４のアーム１６ｇの後端
部は前記摺動軸１６ｆを共用軸として第３のアームの前端部に枢支されると共に、第４の
アーム１６ｇの前端部は前記前板１４の取付片１４ｂにピン１８を介して枢支されている
。
【００１７】
このように構成された移動仕切り装置１２は、図４ (イ ) 、 (ロ ) のように前記エレベータ
通路Ｒの左右の側面１ｂに取り付けられた階段状のストッパ部材１９にて両側端部がそれ
ぞれ受止されることで安定良く支持される。このストッパ部材１９は、移動仕切り装置１
２の両端部をシールするためのシール材を兼ねる。
【００１８】
前記エレベータ通路Ｒの左右側面１ｂには、上下方向に沿って前記仕切り板６の取付位置
に対応させ、しかも左右同一高さ位置に切欠孔（図略）が複数段設けられており、ストッ
パ部材１９に形成された係止片１９ａをいずれかの切欠孔に係止することでストッパ部材
１９を着脱可能に取り付ける。つまり、ストッパ部材１９を介して移動仕切り装置１２を
庫内の所望位置に取り付けることができ、取り付け後にその位置を変更することもできる
。従って、前記仕切り板６及び移動仕切り装置１２の取付位置を変えることで、前記加熱
領域Ｐと冷却領域Ｑとの容積比率を容易に変更することが可能である。
【００１９】
又、前記ストッパ部材１９には、図４ (ロ ) のようにマイクロスイッチ等の検出装置２０
が取り付けられ、移動仕切り装置１２の後板１５の下面端部に取り付けられた操作片１５
ｇにてＯＮ、ＯＦＦ操作をするようにしてある。この検出装置２０は、後記するように移
動仕切り装置１２の移動後の復帰を検出するものである。
【００２０】
更に、エレベータ９の上部の後面には、図２のように係合片９ｃが上向きに突設されてお
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り、この係合片９ｃは移動仕切り装置１２を移動する際に、前記操作レバー１６のローラ
１６ｂを押し上げるようにしてある。又、エレベータ９の上端部には連結片９ｄが上向き
に突設され、前記基体１３の突起１３ｄに対して連結・離脱可能に形成してある。
【００２１】
次に、動作について説明する。
図１に示すのは販売待機状態であり、購買者がコインを投入して冷却領域Ｑ内に属する販
売商品を選択した場合には、前記エレベータ駆動用チェーン１１に指令信号が出され、該
チェーン１１が駆動してエレベータ９がエレベータ通路Ｒ内を上昇し、その販売商品を収
納した商品収納コラムの位置で停止すると共に、エレベータ内のバケットが横移動してそ
の商品収納コラムに位置付けられる。この時、商品収納コラムの先端ストッパが外れて最
前位の販売商品が払い出されバケット内に収納される。販売商品の収納後、チェーン１１
は反対方向に駆動してエレベータがエレベータ通路Ｒ内を下降し、待機位置で停止すると
共にバケットの底部が開いて販売商品を前記商品取出口５に落下させる。購買者はその商
品取出口５から販売商品を取り出すことができる。
【００２２】
購買者が加熱領域Ｐ内に属する販売商品を選択した場合には、先と同様にエレベータ駆動
用チェーン１１に指令信号が出され、該チェーン１１が駆動してエレベータ９がエレベー
タ通路Ｒ内を上昇し、前記移動仕切り装置１２に至ると、図３のように前記係合片９ｃが
操作レバー１６のローラ１６ｂを押し上げて移動仕切り装置１２を前後に縮めると共に、
移動仕切り装置１２との連結がなされる。
【００２３】
即ち、操作レバー１６のローラ１６ｂがエレベータ９の係合片９ｃにより押し上げられる
と、図３のように操作レバー１６は前記ピン１７を中心として反時計回りに回転し、この
回転に伴って第２のアーム１６ｃは前記取付片１５ｂを前方に押すことで後板１５を基体
１３のガイドレール１３ｇに沿って前方に移動し、第３のアーム１６ｅは摺動軸１６ｆが
基体１３のガイド孔１３ｃに沿って下方に移動し、この摺動軸１６ｆの移動により第４の
アーム１６ｇがピン１８を中心として若干時計回りに回転しながら後方へ引っ張られ、ス
プリング１４ｃに抗して取付片１４ｂを後方に引くことで前板１４を後方に移動する。こ
れにより、移動仕切り装置１２は前後方向の寸法が縮小され、前板１４は断熱扉２から離
れ、後板１５は仕切り板６から離れた状態になる。この時、前記エレベータ９の連結片９
ｄが基体１３の突起１３ｄに係合し、エレベータ９と移動仕切り装置１２とが連結状態と
なる。
【００２４】
この状態から更にエレベータ９が上昇すると、移動仕切り装置１２は前記ストッパ部材１
９から離れてエレベータ９と共に上昇させられる。エレベータ９が加熱領域Ｐ内に入り込
んで販売商品を収納した商品収納コラムの位置で停止し、前記と同様にエレベータ内のバ
ケットが横移動してその商品収納コラム４に位置付けられると、商品収納コラムの先端ス
トッパが外れて最前位の販売商品が払い出されてバケット内に収納される。この際、エレ
ベータ９に連結された移動仕切り装置１２は、邪魔にならないように商品収納コラムより
上方に位置するようにしてある。
【００２５】
バケットに販売商品が収納されるとエレベータ９は下降し、移動仕切り装置１２が仕切り
板６の位置に至ると両端部がストッパ部材１９に受止されて停止し、エレベータ９のみ引
き続き下降する。このエレベータ９の下降により、前記連結片９ｄが基体１３の突起１３
ｄから離れて連結が解除され、係合片９ｃも操作レバー１６のローラ１６ｂから離れる。
【００２６】
ストッパ部材１９に受止された移動仕切り装置１２は、前記スプリング１４ｃの復元力に
より取付片１４ｂが前方に引っ張られることで、前板１４が前方に移動して断熱扉２に接
触し、同時に取付片１４ｂの前方移動に伴って操作レバー１６の第４のアーム１６ｇが前
進しながらピン１８を中心として反時計回りに回転する。すると、第３のアーム１６ｅと
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の共通摺動軸１６ｆが基体１３のガイド孔１３に沿って上方に移動することで、操作レバ
ー１６がピン１７を中心として時計回りに回転し、この回転に伴って第２のアーム１６ｃ
が後方に押され、取付片１５ｂを介して後板１５を後方に移動させて仕切り板６に接触さ
せると共に、第１のアーム１６ａのローラ１６ｂが元の位置まで下降する。
【００２７】
かくして、移動仕切り装置１２は、図２のように待機位置にて元の状態に復帰する。この
移動仕切り装置１２の復帰は、後板１５の後方移動に伴い前記操作片１５ｇがマイクロス
イッチ等の検出装置２０の接点２０ａを押す（ＯＮとなる）ことで検出される。検出され
なかった場合は、再度エレベータ９が上昇及び下降される。
【００２８】
一方、移動仕切り装置１２から離れたエレベータ９は下降を続けて待機位置に至ると停止
し、前記と同様にバケットの底部が開いて収納している販売商品を前記商品取出口５に落
下させる。購買者はその商品取出口５から販売商品を取り出すことができる。つまり、加
熱領域Ｐ内の商品を販売する時には、エレベータ９の上昇により移動仕切り装置１２を押
し上げ、エレベータ９と連結状態で上方に移動させ、販売商品を受け取った後にエレベー
タ９が下降し、その途中で移動仕切り装置１２を待機位置に戻すと共に連結を解除し、エ
レベータ９のみ下降を続行して待機位置まで戻り、前記のように商品を排出して販売を終
了する。
【００２９】
この場合、加熱領域Ｐと冷却領域Ｑとの販売商品の受け取りを１台のエレベータ９で兼ね
るので、販売機本体の製造コストの高騰を来さず、庫内スペースを多く必要としないこと
から小型コンパクトに製造することができる。又、移動仕切り装置１２を駆動するための
駆動機構は何ら必要としない。
【００３０】
仕切り板６は、前記のように庫内側壁に対して着脱できるためその取付位置を任意に変更
することが可能であり、且つ移動仕切り装置１２も前記ストッパ部材１９を外せば手動に
よりガイドレール１０に沿って上下移動が自在にできるため、仕切り板６の変更位置に合
わせてストッパ部材１９を介して容易に取り付けることができる。
【００３１】
この結果、加熱領域Ｐと冷却領域Ｑとの容積比率を任意に変更することができる、更に仕
切り板６を庫内から取り外し、移動仕切り装置１２をエレベータ通路Ｒの最上位に取り付
けることで、庫内全体を冷却領域Ｑ（場合によっては加熱領域Ｐ）に変更することも可能
である。販売商品を補充する際に、移動仕切り装置１２を手動にて最上位に仮移動させ、
補充作業をし易いようにしても良い。
【００３２】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明に係る自動販売機は、商品搬出用のエレベータは加熱領域と
冷却領域とで共通としたので、製造コストの低減及び小型コンパクト化が図れ、加熱領域
と冷却領域との境界に取り付ける仕切り板及び移動仕切り装置はいずれも取付位置を変更
できるように形成したので、加熱領域と冷却領域との容積比率の変更が容易にでき、更に
移動仕切り装置はエレベータの移動に伴って従動するように構成したので、移動仕切り装
置を駆動するための駆動機構が不要になる等の優れた効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る自動販売機の実施形態を示す概略断面図。
【図２】エレベータによる移動仕切り装置の押し上げ前の状態を示す概略図。
【図３】エレベータによる移動仕切り装置の押し上げ時の状態を示す概略図。
【図４】移動仕切り装置のストッパ部材を示すもので、 (イ ) は正面側概略図、 (ロ ) は側
面側概略図。
【符号の説明】
１…販売機本体
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２…断熱扉
３…棚
４…商品収納コラム
５…商品取出口
６…仕切り板
７…加熱ユニット
８…冷却ユニット
９…エレベータ
１０…ガイドレール
１１…エレベータ駆動用チェーン
１２…移動仕切り装置
１３…基体
１４…前板
１５…後板
１６…操作レバー
１７、１８…ピン
１９…ストッパ部材
２０…検出装置
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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